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江
別
市
の
予
算

江
別
市

令
和
５
年
度

【　】 内は前年度比

※ 1万円未満の金額を整理して記載しています

基
本
方
針

　

令
和
５
年
度
は
、
第
６
次
総
合
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
政
策
の
進
捗

状
況
や
目
標
の
達
成
状
況
を
検
証
し
た
上

で
、
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」「
活
力
の
あ
る
ま
ち
」「
子
育

て
応
援
の
ま
ち
」「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

の
４
つ
の
柱
と
、
根
幹
と
な
る
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
は
市
長
の
改
選
期
に

あ
た
る
た
め
、
当
初
予
算
は
い
わ
ゆ
る
骨
格

予
算
と
な
り
ま
す
が
、
基
本
理
念
に
基
づ
い

た
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
」
を
推
進
す
る
た
め
、

「
え
べ
つ
未
来
戦
略
」
の
３
つ
の
戦
略
を
中

枢
に
据
え
、
重
点
的
・
集
中
的
に
事
業
を
進

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の

克
服
の
た
め
、「
江
別
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
効
果
的
に
推
進
し

ま
す
。

予
算
規
模
は
拡
大

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
前
年
度
か
ら

36
億
５
千
万
円
｟
７
・
６
％
｠
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を

含
め
た
全
会
計
の
合
計
は
、
９
６
１
億
３
，

６
５
８
万
８
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ

て
38
億
９
，
０
８
６
万
５
千
円
｟
４
・
２
％
｠

増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
福
祉
・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障

費
の
増
加
に
加
え
、
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
基
幹
的
設
備
改
良
事
業
な
ど
、
投
資
的

 

詳
細 

財
政
課 

☎
381
—
１
０
１
０

市税 （24.9%）

128 億 9,600 万円
【+1 億 8,800 万円】

個人市民税、固定資産税、

軽自動車税など

使用料 ･手数料など （2.2%）

11 億 1,700 万円

【+3,460 万円】

市民会館などの使用料、ごみ処理

手数料 など

諸収入 （4.4%）

22 億 4,648 万円

【+4 億 7,850 万円】

その他 （3.8%）

19 億 8,323 万円

【+4 億 3,326 万円】

市債 （5.9%）

30 億 5,180 万円【+9 億 7,310 万円】

施設や道路建設などのための借入金

地方消費税など （7.8%）

40 億 1,330 万円【+2 億 8,000 万円】

国が徴収した特定の税のうち、一定の基準

で地方に配分されるものなど

地方交付税 （22.8%）

118 億 1,000 万円

【+7 億 1,000 万円】

一定水準の行政サービスを行う

ために国から配分される交付金

国 ･道支出金 （28.2%）

146 億 219 万円
【+5 億 5,254 万円】

特定の事業に対する国・道から

の負担金・補助金など

歳入

517.2 億円
【＋ 36.5 億円】

歳入
35.3%

存

源

財

主
自

64.7%
源

財

依
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517.2 億円
【＋ 36.5 億円】

性質別歳出

517.2 億円
【＋ 36.5 億円】

目的別歳出

令和5年度 
江別市の予算

経
費
の
増
加
や
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
歳
入
は
、
個
人
市
民
税
や
固
定
資
産

税
の
増
に
よ
り
市
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

ほ
か
、
消
費
の
拡
大
に
よ
り
地
方
消
費
税
交

付
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
国

に
よ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少
に
よ
り
、

一
般
財
源
総
額
は
微
増
と
な
る
見
込
み
で
す
。

基
金
は
減
少
の
見
込
み

　

基
金
は
、
大
型
事
業
の
実
施
、
災
害
や
不

測
の
事
態
へ
の
備
え
な
ど
、
目
的
を
も
っ
て

積
み
立
て
、
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
残
高
は
、経
費
の
圧
縮
な
ど
に
よ
り
、

令
和
４
年
度
は
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

令
和
５
年
度
は
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
な

ど
の
影
響
に
よ
り
歳
出
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
減
少
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
の
縮
減
や

自
主
財
源
の
確
保
な
ど
、
健
全
な
財
政
の
維

持
に
努
め
ま
す
。

議会費  （0.4%） 
2 億 2,335 万円【-251 万円】

市議会の運営

民生費 （33.8%）
175 億 566 万円

【-2,901 万円】

子どもやお年寄り、

障がい者などの福祉

衛生費 （8.6%）
44 億 3,904 万円【+13 億 8,651万円】

健康増進や疾病予防、ごみ処理など

商工労働費 （3.6%）
18 億 5,792 万円【+5,004 万円】

産業の活性化と雇用の安定

農林水産業費 （1.0%） 
5 億 1,639 万円【-4,966 万円】

農業や畜産業などの振興

土木費 （11.6%）
59 億 7,492 万円【+18 億 4,079 万円】

道路や公営住宅、公園などの整備

消防費 （0.7%）
3 億 8,000 万円【+5,627 万円】

消防活動や救急活動

教育費 （5.3%）
27 億 4,814 万円【+4,572 万円】

学校の管理運営や文化の振興

公債費 （6.9%）
35 億 6,487 万円【-6,913 万円】

市の借金（市債）や、その利子の返済

諸支出金 ･予備費 （11.3%)
58 億 3,193 万円【+8,623 万円】

特別会計への繰出金など

総務費（16.8%）

86 億 7,778 万円
【+3 億 3,475 万円】

財務や税務、企画、

人事、市民活動など

人件費 （14.6%）

75 億 4,862 万円
【+8,355 万円】

職員や議員の給与・報酬

扶助費 （27.7%）

143 億 4,004 万円
【+2 億 2,254 万円】

医療費助成や生活保護などの

福祉給付

公債費 （6.9%）

35 億 6,487 万円
【-6,913 万円】

市の借金（市債）や、その

利子の返済

投資出資・貸付金（2.8%）

14 億 3,139 万円【-2 億 2,695 万円】

制度融資のための貸付金など

物件費 （14.0%）

72 億 6,175 万円【+3 億 9,201 万円】

物品の購入や光熱水費、業務の委託など

維持補修費 （3.9%）

20 億 769 万円【+1 億 8,704 万円】

公共施設や道路などの修繕、除排雪

補助費等 （3.9%）

20 億 2,466 万円【+1 億 9,390 万円】

各種団体への補助金など

繰出金・その他（14.5%）

74 億 9,068 万円【+1 億 5,699 万円】

特別会計への繰出金など

投資的経費 （11.7%）

60 億 5,030 万円【+27 億 1,005 万円】

公共施設や学校、道路などの建設事業

歳出
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 「財政調整・減債基金の年度末残高の推移」 
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事 　業 　名 金　　額 主　な　内　容

　　　かわまちづくり事

業
1億 7,124 万円 旧岡田倉庫の解体工事

観光振興計画推進事業 1,624 万円
　　　第 2次江別市観光振興計画

の策定

ふるさと納税普及促進事
業 2億 1,260 万円

　　  ご当地ポイント券の導入、ふ

るさと納税者への返礼品などの贈呈

えべつ観光協会支援事業 2,332 万円
えべつ観光協会を中心とした観光

推進の支援

旧町村農場保存活用推進

事業
2億 299 万円 旧町村農場の改修工事

令
和
５
年
度 

主
な
事
業

地域連携避難所運営訓練

活
力
の
あ
る
ま
ち

　

令
和
5
年
度
予
算
に
計
上
し
た
事
業
の
一
部
を
、
「４

つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
「
絵
で
見
る
江
別
市
予
算
案
」
｟
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
｠
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事 　業 　名 金　　額 主　な　内　容

　　　救急医療対策事業

（内科系二次救急）
1,161 万円

休日・夜間の内科系二次救急患者

を受け入れる民間医療機関に補助

除排雪事業 15 億 7,808 万円
未利用市有地の活用などによる排雪

の強化、雪堆積場の受入体制強化

消防通信指令システム共

同整備事業
9,536 万円 消防通信指令システムの工事開始

地域防災力向上支援事業 239 万円
地域連携避難所運営訓練、避難所

運営訓練（自治会単位）

生涯活躍のまち整備事業 855 万円
拠点地域を中心とした地域交流事

業の実施

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

保育園の地域清掃活動

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
健
康
的
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
り
、
生
活
す
る
上
で
の

様
々
な
不
安
を
解
消
し
て
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

かわまちづくり勉強会

　

人
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
に
、
市
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
農
業
や
商
工
業
な
ど
の

市
の
産
業
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、

生
き
が
い
や
心
の
豊
か
さ
を
育
む
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
充
実
し
、
ま

ち
に
に
ぎ
わ
い
や
活
力
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

8広報えべつ2023.4 8広報えべつ2023.4
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環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

令和5年度 
江別市の予算

環境クリーンセンター

　

市
の
豊
か
な
自
然
を
次
代
に
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
や
ご
み
の
資
源
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
野
幌
森
林
公
園
や
石
狩
川

な
ど
の
自
然
環
境
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ

り
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
を
め
ざ

し
ま
す
。

事 　業 　名 金　　額 主　な　内　容

生ごみ減量化推進事業 73 万円
　　 「食品のてまえどり」

の啓発用卓上のぼり設置

環境管理計画等策定事業 454 万円 第 2次環境管理計画の策定

最終処分場整備事業 4,403 万円
第 2期最終処分場の基本設

計

環境クリーンセンター基

幹的設備改良事業
12 億 2,110 万円

焼却施設と不燃粗大施設

の改修

環境教育等推進事業 383 万円 えべつ環境広場の開催

   （前年度比 3 億 6,900 万円増）

　予算には、 一般会計のほかに、 特

別会計と企業会計があります。

　それぞれ公共料金や利用料などの

独自収入があり、 一般会計と切り離

すことで、 事業の収支が明確にわか

るようにしています。

259 億 7,400 万円

企業会計の詳細は、10 ページ

・国民健康保険特別会計

　　　　　　　 …125 億 2,200 万円

・後期高齢者医療特別会計

　　　　　　　　…20 億 1,300 万円

・介護保険特別会計

　　　　　　　 …108 億 7,100 万円

・基本財産基金運用特別会計

　　　　　　　　 …5億 6,800 万円

特別会計の予算

子
育
て
応
援
の
ま
ち

保育園の地域清掃活動

　

市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て

支
援
や
教
育
内
容
な
ど
の
充
実
を
図
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

GIGA スクール構想推進事業

事 　業 　名 金　　額 主　な　内　容

　　　出産子育て応援交付金事業 8,653 万円
妊娠時と出産後の面談後にそれぞれ 5万円を支給（R5.4 ～ R6.3 にお

ける妊娠・出産が対象）

　　　子どもの生活実態調査事業 367 万円 タブレット端末、郵送によるアンケート調査の実施

　　　子育てひろばぽこあぽこ改

修事業
3,300 万円 大型複合遊具などを一新、入退館管理システムの更新

　　　市内高等学校・大学教育助

成事業
300 万円

市内高等学校・大学への支援を目的としたふるさと納税の活用による

補助

GIGA スクール構想推進事業 4,749 万円
回線の切替えによるインターネットの高速化、学習用タブレットの運

用保守

学校給食原材料費高騰対策事業 4,712 万円 江別市学校給食会への補助

子育てひろば 『ぽこあぽこ』

をご覧ください。
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体
と
連
携
し
、
医
育
大
学
と
の
共

同
研
究
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
収
支
均
衡
に
向

け
策
定
し
た
「
江
別
市
立
病
院
経

営
再
建
計
画
」
の
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
。
計
画
に
掲
げ
て
い
る「
地

域
の
医
療
を
つ
な
ぎ
、
地
域
に
密

着
し
た
医
療
を
提
供
し
、
地
域
の

発
展
に
貢
献
す
る
病
院
」
を
実
現

す
る
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

医
療
の
質
と
経
営
の
質
の
両
立
を

目
指
し
て
、
下
記
の
事
項
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
上
下
水
道
事
業

は
、
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化
や
処
理

場
・
ポ
ン
プ
場
の
設
備
更
新
な
ど

を
行
い
ま
す
。

 

水
道
部
総
務
課
財
務
係 

☎
385
—
１
２
１
４主な事業

・基幹管路耐震化事業  

・配水管整備事業            　

・配水施設整備事業         　

・浄水施設整備事業       

水道事業会計  

41億1,116万円（前年度比1億8,312万円増）

下水道事業会計 

56億465万円（前年度比 1億 4,916 万円増）

市
立
病
院

上
下
水
道

　

市
立
病
院
で
は
令
和
４
年
度
か

ら
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用
へ

移
行
し
、新
た
な
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主な取り組み事項

区分 R5 年度 R4 年度
（決算見込み）

比較増減

入

院

収益 34.5 億円 30.8 億円 3.7 億円

患者数 69,174 人 62,490 人 6,684 人

１日平均患者数 189 人 171 人 18 人

外

来

収益 18.6 億円 19.1 億円 -0.5 億円

患者数 137,295 人 142,675 人 -5,380 人

１日平均患者数 565 人 587 人 -22 人

当年度純損益 0.3 億円 4.6 億円 -4.3 億円

一般会計繰入金 14.7 億円 14.7 億円 0.0 億円

一般会計長期借入金残高 21.5 億円 22.8 億円 -1.3 億円

累積欠損金 3.8 億円 ※ 4.1 億円 -0.3 億円

予算と前年度(決算見込み)の比較増減

市立病院 HP

▼ ガバナンス強化と人材育成

・経営目標の共有化と意思決定、進捗管理を明確化し、職員全

体で目標を達成する体制構築を進める

・認定資格の取得など、医療の質の向上に向けた人材育成を計画

的に推進

・「経営再建計画」の後継となる「経営強化プラン（仮称）」を

策定し、経営強化を着実に推進

▼ 感染症対策

・新型コロナ感染症患者の入院受け入れや発熱患者等の診療対応

の継続

・通常診療における感染症対応の在り方の検討

▼ 広報活動の充実　
 ・リニューアルしたホームページの充実化を進め、医療機能

や魅力などの情報発信を推進

▼ 外来機能の高度化と専門化

・消化器内科の体制強化による消化器系がん医療の充実

・外来抗がん剤治療の質向上を図り、外来化学療法の連携充実加算取

得を目指す

▼ 他の医療機関との連携強化

・患者支援センターによる訪問活動などを行い、 地域の医療機関

との関係作りを進める

・高度医療機器や専門外来の PR を強化し、紹介患者の受け入れ

と逆紹介を推進

・市内医療機関との連携による内科系二次救急の輪番制導入に取

り組む

主な事業

・管路整備事業　　　　　　　　　 　　　 

・管路施設改築更新事業 

・処理場・ポンプ場施設改築更新事業

7億 7,959 万円

4億 3,417 万円

9,128 万円

440 万円

3億 1,938 万円

2億 8,742 万円

3億 8,436 万円

▼ 急性期医療の充実、収益性の高いマネジメントの実施

・リハビリテーションの人員体制強化によるリハビリ単位数の増加

・「北海道がん診療連携指定病院」の指定を念頭に、緩和ケアチー

ムを運営し、緩和ケア診療加算の取得を目指す

▼ 「働き方改革」の推進　

・ICT システムの拡充による、WEB 受付などの医療サービス向上

・新電子カルテシステムによる業務効率化

▼ 医育大学との共同研究　

・医育大学と連携し、呼吸器分野における先進的な予防医療や

消化器分野における先進的な内視鏡治療の共同研究に取り組む

※R3年度に減資を実施したため、R4年度期首の累積欠損金は 8.7憶円




